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ⅡⅡ ２０１２年３月期 業績予想２０１２年３月期 業績予想



ⅠⅠ ２０１２年３月期 経営方針２０１２年３月期 経営方針
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（注）YY/MはYY年M月期を表しています。



企業ビジョンの実現
「ハイテク・ソリューション事業におけるグローバル・トップを目指す」

２０１２年３月期 経営方針

１．成長分野へのリソースシフトと新ビジネスモデルの創出
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２．グローバル事業の強化による高収益構造への転換

３．次期成長に向けた強固な経営基盤の構築

４．連結経営の深化とキャッシュ・フロー経営の強化

５．ＣＳＲを意識した経営の推進と人財の計画的育成



■ ５月６日に全職場の移設・立ち上げを完了

■ ２００８年度から推進している耐震・モノづくりの整備計画を変更。

震災影響の対応状況

日立ハイテク那珂事業所・（株）日立ハイテクマニファクチャ＆サービス
復旧状況および復興計画について

１．建屋復旧状況

Copyright©2011 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 5

■ ２００８年度から推進している耐震・モノづくりの整備計画を変更。
総額約５０億円の追加投資により、新建屋の建設、生産の効率化と
能力の向上を促進

２．生産立ち上げ状況

６月までに各ラインの生産能力およびロジスティックス機能を増強し
７月からの増産に対応



サプライチェーンの状況

震災影響の対応状況

電力供給問題への対応

サプライチェーンの状況は日を追って回復。市中品の確保や代替品の
評価等により、更なるリスク低減を推進中
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電力供給問題への対応

■ 日立グループの休日輪番、夏期休暇分散への参画および当社独自の
節電対策と合わせ１５％節電（＊）に取り組む予定

（＊）東京電力および東北電力管内における昨年の使用最大電力値の１５％以上
（対象期間：東京電力管内 ２０１１年７月１日～９月２２日、東北電力管内 ２０１１年７月１日～９月９日）

■ 自家発電導入については、法令上の課題等への対応を含め、BCPの
観点から今後も継続検討



ⅡⅡ ２０１２年３月期 業績予想２０１２年３月期 業績予想
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（注）YY/MはYY年M月期を表しています。



２０１２年３月期業績予想（ハイライト）

売 上 高 ６,８００

当年度予想

営業利益

経常利益

当期利益

２８０

２８０

１８０

＋２６６

△１５

＋２

＋１

増減額

前年同期比

増減率

＋４％

△５％

＋１％

＋０％

（億円）

６,５３４

前年度実績

２７９

２９５

１７８
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（注）想定レート：１ＵＳＤ＝８０円

１ＥＵＲ＝１１５円

当期利益 １８０ ＋２

一株利益 １３０円８７銭 １２９円０７銭

一株配当 ２０円００銭 ２０円００銭 ±０円００銭

１円８０銭

ＲＯＥ ７.２％ ７.５％

ＦＩＶ ＋４４ ＋５９ △１５

△０.３％

＋１％１７８

ＦＣＦ ＋１５０ ＋２２１ △７１



8,000

（億円）

6,800

1,130

303

科学・医用システム

電子デバイスシステム＋１８％

△２２％

6,534

388

前年同期比

＋４％

２０１２年３月期業績予想（セグメント別売上高）

売上高

ファインテックシステム

1,277 ＋１１％1,154

959
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0

4,000

11/3 12/3(e)

1,147

3,045

科学・医用システム

産業・ITシステム

先端産業部材＋３％

△３％1,182

2,956

1,277 ＋１１％1,154

（注）合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。



350

（億円）

280

122 電子デバイスシステム＋５％

279

前年同期比

＋０％

２０１２年３月期業績予想（セグメント別営業利益）

営業利益

116
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50

150

△22

14

30

科学・医用システム

産業・ITシステム

先端産業部材

ー％

＋１５％
＋１６％

11

12

26

ファインテックシステム

144 ＋１９％

121

（注）合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。

11/3                   12/3(e)

0

△50



２０１２年３月期業績予想（電子デバイスシステム）①

１１年度事業環境と当社の対応

半導体デバイス市場

■ スマートフォンやタブレット端末などのモバイル関連機器の好調により、１１年度の
半導体デバイス市場は６％前後の堅調な成長を見込む

■ １１年度もＮＡＮＤ、ＭＰＵ、ＡＳＳＰとも成長の見通し。ＤＲＡＭは１０年度後半から
のＰＣ需要の低下により△１０～１５％のマイナス成長を見込むも、モバイル
ＤＲＡＭの需要は好調

■ 東日本大震災の世界市場全体に与える影響は限定的
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■ 東日本大震災の世界市場全体に与える影響は限定的

半導体製造装置市場

■ 市場全体では１０年度４Ｑまで７四半期連続のプラス成長
■ １１年度は約７％の市場成長を見込む。１０年度後半の積極投資の影響で

１１年度設備投資は後半追い込み型と予測
■ 最先端ロジック、ＭＰＵ、ＮＡＮＤ（２Ｘｎｍ）の量産移行への投資が進み

ＭＰＵ、ＮＡＮＤメーカーおよびファウンドリ中心に新規ファブ建設予定

11

■ １１年度は中国市場を中心に台数ベースでは増加するも、ＡＳＰ下落により金額
ベースでは１０年度同等規模を見込む

実装装置市場



■半導体デバイス・プロセス技術への要求

スマートフォン・タブレット端末などモバイル関連

機器が半導体技術を牽引

・微細化による一層の小型化・実装面積の縮減

・低電力化によるバッテリー消費の抑制(表１)

■次世代トランジスタ技術の動向

表１ 消費電力のトレンド（ロジック）

20122011 2013 2014 2015 2016

ＩＴＲＳ
２００９版

0.94１ 0.90 0.84 0.76 0.72

２０１１年度比

年

ＩＴＲＳ： Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ Ｒｏａｄｍａｐ ｆｏｒ Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒｓ

２０１２年３月期業績予想（電子デバイスシステム）②

半導体デバイスの微細化動向について

ＩＴＲＳ
２０１０版

0.94１ 0.68 0.56 0.54 0.46

GateGateGateGate

微細・低電力プロセス確立
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・微細・低電力実現のため、現在主流の
プレーナー型トランジスタから低電力デバイス
構造である立体型トランジスタ(ＦｉｎＦＥＴ )へ

・微細加工にはダブルパターニング(ＤＰ)を適用

■当社の先端半導体プロセスへの対応

・ＦｉｎＦＥＴ用高精度エッチング技術の確立

・ＤＰ用高精度計測技術の確立

・先端デバイスメーカーとの開発段階からの協業

・微細化に対応し、微小欠陥検査技術の確立
*ＦｉｎＦＥＴ・・・Ｆｉｎ-type Ｆｉｅｌｄ Ｅｆｆｅｃｔ Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ

12

GateGateGateGate

FINFINFINFIN

表２ 素子分離～ゲート工程数比較（当社推定）

エッチング

計測

ﾌﾟﾚｰﾅｰ型
(従来構造)

FIN型
(立体構造)

８

１４

１０

１６

<現状>
プレーナー型

<今後>
３Ｄ(ＦｉｎＦＥＴ)

３Ｄﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ導入
により当社対象
市場の規模拡大

*



976 950
900

4,000

89 
99 

94 

500 

２０１２年３月期業績予想（電子デバイスシステム）③

（億USD）

434

464

434

（億円）

2,700
2,878 2,850

非関連
分野

後工程

半導体製造装置市場 実装装置市場

前回予想 ＋7%

△7% ＋7% △1% △5%

前回予想

前年同期比前年同期比

＋105%
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1,902 1,900 1,800

900

0

2,000

11/3 12/3（e） 13/3(e）

345 365
340

0 

250 

11/3 12/3(e) 13/3(e)

13

（出所）Gartner(11年3月)に基づき当社作成
前回予想は10年10月の11年3月期2Q決算発表時の見通し

（出所）日本ロボット工業会資料(11年5月）調査機関資料に基づき当社作成
前回予想は10年10月の11年3月期2Q決算発表時の見通し

当社関連

分野

前工程



800

受注高の推移

（億円）

600

532

11/3 1,132 ＋78% 12/3 1,102 △3%

505

597

２０１２年３月期業績予想（電子デバイスシステム）④

前年同期比

△16%

＋12%＋122%

＋45%
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0

400

10/1H 10/2H 11/1H 11/2H



1,200 

主要製品群別売上高の推移 前工程装置 分野別売上高比率

１１年度基本戦略

１．主力製品の売上拡大と新製品の市場投入による顧客数拡大

２．マーケティングの強化とグローバル展開による成長戦略の実行

前年同期比

＋１８％
（億円）

1130

２０１２年３月期業績予想（電子デバイスシステム）⑤

ＤＲＡＭ ＮＡＮＤ Ｌｏｇｉｃ その他ＦｏｕｎｄｒｙＭＰＵ
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0% 50% 100%

12/3(e)

11/3

271 282

427
477

261

372

0 

600 

11/3 12/3(e)

959

＋１２％

＋４３％

後工程・
実装装置

プロセス
製造装置

1130

＋４％

評価装置

１０年度： 前半はメモリー関連で大型投資あり。
ファウンドリでも大型投資が継続

１１年度： ＭＰＵの積極的投資により比率上昇、
ファウンドリも引き続き堅調



0 

50 

100 

150 

PC 

㹒㹔

液晶の面積ベース市場

大型パネル

中小型パネル
■ＦＰＤ業界動向

１１年度事業環境と当社の対応

２０１２年３月期業績予想（ファインテックシステム）①

１１年度事業環境

・大型パネル市況の悪化に
よる中国投資の遅れ

・中小型関連（モバイル・
タッチパネル）市場が好調

0 

30 

60 

90 

120 
$US Billions

PC 

㹒㹔

液晶の金額ベース市場

大型パネル

中小型パネル
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0 

2010 2011 2012 2013

㹒㹔

出所：インフォメーションテクノロジー総合研究所 シェア（ＣＹ２０１０）

■ＨＤ業界動向

1616

再編前 再編後

WD
３２％

ＨＧＳＴ
１７％

Ｓｅａｇａｔｅ
３０％

Ｓａｍｓｕｎｇ
１０％

Ｔｏｓｈｉｂａ
１１％

Ｔｏｓｈｉｂａ
１１％

新ＷＤ
４９％

新Ｓｅａｇａｔｅ
４０％

ＨＤＤ出荷台数シェア

・ＷＤによるＨＧＳＴ買収

（２０１１年１０‐１２月期）

・ＳｅａｇａｔｅによるＳａｍｓｕｎｇ
ＨＤ事業 買収（２０１１年１２月）

シェア変動の可能性

・業界再編により市場環境が変化

0 

2010 2011 2012 2013

出所：ＤｉｓｐｌａｙＳｅａｒｃｈ



145
136

2005,000

液晶関連製造装置市場 ＨＤ関連製造装置市場（当社関連）

２０１２年３月期業績予想（ファインテックシステム）②

（億円）（億円）

△5% ＋１４%

非関連

前回予想

＋254% △34% ＋42%

3,700

4,200
3,900

前年同期比前年同期比

＋35%
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96

0

100

11/3 12/3（e） 13/3(e）

1,150 1,050 1,200 

2,750 
2,650 

3,000 

0

2,500

11/3 12/3(e) 13/3(e)

17

当社関連

非関連
分野

（出所）当社作成（出所）ＳＥＡＪ（11年1月）日本製装置市場データに基づき当社作成

（注）前回予想は、10年10月の11年3月期２Ｑ決算発表時の見通し

＋39% △9%
＋14%



300

受注高の推移

187

238

２０１２年３月期業績予想（ファインテックシステム）③

（億円）
11/3 308 ＋17% 12/3 354 ＋15% 前年同期比

＋142%

＋97%
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0

150

10/1H 10/2H 11/1H 11/2H

121
116

△35% △38%



400 

前年同期比

△２２％

主要製品群別売上高の推移 地域別売上比率

１１年度基本戦略

388
（億円）

１．既存製品の競争力向上と新製品拡販による事業拡大（新型実装機・ハードディスク検査装置）

２．新規事業の開発加速（有機ＥＬ製造・検査装置）

３．市場変動に強い事業体制への転換（グローバル営業力強化・コスト競争力強化）

２０１２年３月期業績予想（ファインテックシステム）④

日本 韓国 台湾地域 中国大陸 ＡＳＥＡＮ 米国系
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104
59

26 

24 

257 

220 

0 

200 

11/3 12/3(e)

△１４％

ＨＤ関連
製造装置その他

ＦＰＤ関連
製造装置

303

△８％
ＦＰＤ関連
商事品

△４３％

0% 50% 100%

12/3(e)

11/3

・液晶関連の１1年度の投資の中心は、
中国大陸へシフト

・ＨＤ関連はＡＳＥＡＮ地域が増加



4,000

（億円）（売上ベース）

2,900
3,030

3,140
電子
顕微鏡 解

析

分析・解析装置市場(当社関連) １１年度事業環境

ＣＡＧＲ ４％

２０１２年３月期業績予想（科学・医用システム）①

分析関連事業

解析装置
・リーマンショックによる景気低迷から
民間マーケットの設備投資が回復傾向

・特に新エネルギー・新材料関連市場から
の需要が増加
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0

2,000

（出所） SDi Global Assessment Report, Edition 10.5 等を基に当社推定

CY10 CY11(e) CY12(e)

元素分析

分離分析

分光分析

汎
用
分
析

汎用分析装置
・汎用分析の中で、分離分析の市場規模
が最も大きく、伸長率も年率５％と高い

市場における大震災影響
・大きな影響はないと予想



500 

前年同期比

＋11％

売上高の推移 今後の取り組み

（億円）

１１年度基本戦略

２０１２年３月期業績予想（科学・医用システム）②

分析関連事業

２Ｑからの増産体制による早期挽回

１．大震災からの早期挽回

２．成長市場に対する新製品の拡販およびリソースの投入による売上拡大
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137 140

102%

251
291

116%0 

250 

500 

11/3 12/3(e)

解析装置

汎用分析
装置＋３％

＋１６％

388
431

新型高分解能ＦＥ‐ＳＥＭの拡販

新型液体クロマトグラフの製薬・食品
市場向け拡販

中国市場へのリソース投入による
売上拡大



バイオ・メディカル市場(当社関連)

16,000

免疫

14,360
15,040

15,700

ＤＮＡシーケンサ

（億円）（売上ベース） ＣＡＧＲ ５％

２０１２年３月期業績予想（科学・医用システム）③

バイオ・メディカル事業

体外診断（生化学・免疫）
・世界的な医療費抑制により、生化学
分析市場ほぼ横ばい

・免疫分析市場は年率６％成長を予想

ＤＮＡシーケンサ

１１年度事業環境
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0

8,000

（出所）Kalorama Information 6th Edition(2008)他を基に当社推定（試薬、装置含む）

生化学

免疫

CY10 CY11(e) CY12(e)

・市場全体の伸びは年率６％を予想

・第２世代シーケンサが市場を牽引

市場における大震災影響
・大きな影響はないと予想



売上高の推移 今後の取り組み

１１年度基本戦略

*SCB：System Collaboration Business

900 

前年同期比

＋１０％
846

（億円）

２０１２年３月期業績予想（科学・医用システム）④

バイオ・メディカル事業

２Ｑからの増産体制による早期挽回

１．大震災からの早期挽回

２．国内外の有力メーカーとのＳＣＢ 継続推進による事業拡大
*
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588
658

178

188

0 

450 

900 

11/3 12/3(e)

766

846

＋１２％

＋５％
バイオ製品
その他

生化学・
免疫分析

２Ｑからの増産体制による早期挽回

海外パートナーとの連携強化による新大型
生化学・免疫分析統合システムの拡販

５５００型ＤＮＡシーケンサによる
第二世代機市場への参入



１．グローバルトップを目指せる事業分野へのシフト

・コアコンピタンスを生かした事業創造

・グローバル成長分野へのリソースシフトの加速化

・注力地域における現地有力パートナー企業との事業開発推進

２０１２年３月期業績予想
（産業・ＩＴシステム/先端産業部材）①

１１年度基本方針
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２．重点地域（アジアベルト地域）戦略の加速
※アジアベルト地域 ・・日本からアラビア半島に至るその間のアジア沿岸部

２４カ国・地域
■インドネシアでの新エネルギー・

水ビジネスの拡大
■インドでの自動車関連ビジネス・

新エネルギー関連ビジネスの開発促進



4,000 1,200 

産業・ＩＴシステム 売上高の推移

＋２％ 工業材料

3,0452,956

前年同期比

ＬｉＢ等
組立装置＋４％

車載用
ＨＤＤ等△３％

1,147

先端産業部材 売上高の推移

1,182

２０１２年３月期業績予想
（産業・ＩＴシステム/先端産業部材）②

1,292 1,323

355

99

343

103

△３％
前年同期比

＋３％
（億円）（億円）
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0 

2,000 

11/3 12/3(e)

0 

600 

11/3 12/3(e)

△８％

＋１％

光関連
部材
電子
デバイス・
材料

計装品
その他△１２％

＋５％ ＩＴｿﾘｭｰｼｮﾝ

機能化学品
その他＋１４％

1,292

319

804

542

812

294

616

376

352

332

369



１０／３ １１／３ 前年同期比 １２／３(e) 前年同期比

設備投資額 ９４ ９０ △４％ １８４ ＋１０５％

減価償却費 ９６ ９０ △７％ １０１ ＋１２％

（億円）

２０１２年３月期業績予想
（設備投資/減価償却費/研究開発費）
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研究開発費 １９３ ２０８ ＋８％ ２５８ ＋２４％

前年同期比 増減説明

設備投資額： ９４億円増加

・那珂事業所総合棟建設等

研究開発費： ５０億円増加

・自社製品の要素技術開発等

（注）設備投資額は取得ベースにて記載
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＜資料取り扱い上の注意＞
・ 本プレゼンテーションで述べられている決算概要及び業績予想は、注記がある場合を除き、すべて連結であり、億円未満を四捨五入しています。
・ 当社が開示する将来の業績見通しや戦略等に関する予想は、開示時点で知りうる情報や合理的と思われる前提をもとに策定しており、さまざまな外部要因による直接的・間接的な影響により、

実際の当社の業績等が開示内容と異なる可能性があります。但し、開示内容との間に大きな乖離がある場合は、法令や証券取引所が定める適時開示規則並びに当社の自主的な判断に基づき、
その都度開示していきます。

また、この資料は投資判断の参考となる情報の提供を目的としたもので、投資勧誘を目的として作成したものではありません。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断で
なさるようにお願いいたします。



２０１２年３月期 業績予想説明会

END
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お問合せ先
ＣＳＲ本部 コーポレート・コミュニケーション部
部長 加藤 弘之
ＴＥＬ：０３‐３５０４‐５１３８ ＦＡＸ：０３‐３５０４-５９４３
Ｅ‐ｍａｉｌ：ｋａｔｏ-ｈｉｒｏｙｕｋｉ@ｎｓｔ.ｈｉｔａｃｈｉ‐ｈｉｔｅｃ.ｃｏｍ


